


































































 Study of B




















































































































































が応じる歌は まずもって、宴席に侍った「遊行女婦」の場合であったと思われる。 「藤井連の任を遷さえて京に上る時、娘子の贈る歌一首」 「藤井連の和す 歌一首」 （⑥雑歌一七七八・一七七九）の「娘子」も、みな遊行女婦であろう。
このように見ると、 「雑歌」の中で、女がまず歌い掛け、それに男
万葉集における宴席歌の一考察












事実であるから、 「やんや」 「やんや」の大爆笑。さあどう応えるだろうと、皇太子の返歌への期待が高まる。天智天皇もニヤニヤ笑って成り行きを見ている。そこで に応え かのように、酔眼の皇太子は、酔った風にふらふらと立ち上がる。
【新訳】どうしてどうして。今でも紫のように美しく照り映えるあなたを、もうまったく慕ってなどいないならば、どうして今はすでに「人妻」だというのに、気を引く行為をしようか。今でも恋しく想っていて忘れられないからこそ、袖を振るんだよ。
人々の期待に見事に応えた皇子の歌に、また「やんや」の喝采で
















往来歌」の省略形として用いられたものと思われる。したがっ 、もともと一対 唱和 式であったはずである。しかし、相手の歌を失ったもの、相手に恋情を向けながら独詠する風も、広く「 聞」の範疇に取り込まれていったものと思われる。ま 、見方を変えれば、 《生きている者の魂を乞う魂乞い》 「相聞」 あるの 対し、《死者の魂を乞う、ヨミガエリを願う魂乞いの呪歌》が、本来の「挽歌」ということになろう。こ も後には、広く「人の死に関す 歌」も取り込むことになる。このようにして「雑 」 相聞 「挽歌」の三大部立が、まず成立したのであろ 。
相聞はのちには、さらに正述心緒・寄物陳思・問答・譬喩などに




































「佐保」の地名を詠んだ歌十六首を見ると、十首が作者不明である。しかし、残りの六首を見ると、坂上郎女の歌が四首（⑧一四三二・一四三三・一四四七左・一四七七） 、その婿となった家持の歌一首（⑧一四七七） 左大臣長屋王の佐保の宅での「肆宴」における聖武天皇の歌（⑧一六 八）一首に限られる。すると、作者不明の歌も、あるいは佐保の長屋王邸の宴 もしくは坂上郎女や家持の宴の歌ではないかとも考えられよう。佐保での宴もたけなわ。折しも千鳥の鳴き声を聴いたのであろ
う。そこですかさず女の態を装って（それは坂上郎女であってもよいが） 、即興の歌が詠まれる。
【新訳】佐保川で今鳴いている千鳥さん。どうしてあなたは、そこの河原（＝女）で満足しないで、そんなに次から次へと、別の河原（女）を求めて、さらにさらに川を遡るのよ。




































































家に酒食を備え設け」た「饗宴」の席で、 「餞食を盛」った「荷葉について歌を作れと言われ、即「応えてこの歌を作りき」と、作事情を記し いる。宴席歌と思われる歌九十余首の大部分が、万葉三期に集中しているのも、 《神と神を祀る者》の世界が投影された歌垣や、民謡世界から次第に変容して、公（宮廷・国庁・府家・駅家・館） 、私（宅・家）での酒宴という即興戯笑の世界から、必然的に生まれてきたものだったのではないだろうか。
巻七は、巻三の部立と同じく「雑歌」 「譬喩歌」 「挽歌」より成る。

























摂津にして作る歌」 （一一三〇～一一六〇） ・ 羇旅」 （一一六一～一二五〇） 、そして前掲の「問答の歌」が続く。
問答歌も、実は《詠物》からいえば「佐保」 「志賀」の地の歌でも
あり、 《地名歌＝行幸・従駕の宴会・私宴の折 歌》とみれば、 《雑歌の問答》の歌も、やはり相聞の世界とは、作歌 場を異にする《雑歌の世界》を背景にして歌われたものだったのであろう。
では、相聞と問答の違いは何か。それは「相聞」が《時と場所を
異にして贈答された歌》であるのに対し、 「問答 《場を同 にする掛け合いの歌》であったのだろう。それ 《酒宴 場》を作歌基盤としたものであったに違いない。
大伴家持の橘の歌一首














































央公論社 　一九五五） 後 「遊行女婦 に通じる姿を見せているといえよう。
このように、遊行女婦的な女性が男性に交じり、宴席に持して酒














否する海女の歌は、実際に「海浜」の場で贈られ、返歌されたものであったろうか。それならば「相聞」のはず あるが この歌は、雑歌とな ている。
左注の示す範囲という点から見ると、 『万葉考』以来、巻九の 七











掲のように、娘子（＝遊女）─藤井連（男） 　の構図であり、題詞からも、明らか 送別の宴における遊行女婦と との問答であったかと思われる。では、本来、雑歌とすべきものが、この場合、相聞歌となったのはなぜか。その理由は、 そらく、①娘子が現地妻的存在としてあったことは、他の人々にも知られていた、からではない
万葉集における宴席歌の一考察1

























《期待に胸おののく女》と、 《恋人もなく蛙にも劣る男の孤独》 。どちらも田廬・鹿火屋という農民の生活に密着した素朴な生活を背景にしながら、 《恵まれた男》と《恵まれない男》は、ど 世界 もいるもの。庶民と貴族の違いはあっても、人生の運・不運もまた同じ。とでもいうような、諦念に思 を馳せる河村王の心境だった ではなかったか。この歌の直前には、但馬皇女との悲恋（②相聞一一四～一一六、
岩下　均 1



















































































































































「 （女に）飽き足らない思いを（男に）させるべきではありますまい」（二〇七九・伊藤訳）という解釈は、前提としてどうであろうか。やはり《受身の女》の、男への要求、と見るべきではないだろうか。したがって、こ 二首も 織女の態での作と見るべきものと思われる。
さて、巻十一・十二にも「問答」の部立による歌群がある。目録
























らかに、女と男の問答である。 《宮廷での情事》をテーマに歌っている点が、極めてスリリングだが、女から先に歌い掛けており、男が応え は 宴席での座興歌と見られる。この点は伊藤博も「皇子の催す宴などにおいて献った歌であろうと推察」と述べ「二首とも提供者は、人麻呂なのであろう」としてい
る注６
。 「…玉かぎる 　岩垣淵




歌群（二二〇～二二二）があるが、人麻呂は「待ちか恋ふらむ 　はしき妻らは」 （二 〇） 「妻もあらば」 （二二一）と、慰撫鎮魂 歌を



























しわれを」 （二八〇八）という男に対して、 「今日なれば 　鼻ひ鼻ひし眉痒み思ひしことは 　君にしあ けり」 （二八〇九）の女の歌がある。逢える前兆と ての《眉が痒い・くしゃみ二回か（今日 俗信にも「一褒められ、二憎まれ、三惚れら 、
四よ
風邪引く」とい
う） ・下紐が自然に解ける》を介しながら、恩着せがま く「来てやったぞ」と言わんばかりに、久しぶりに訪 た男に 女は、素直に迎えながらも、 誰に逢える前兆かと思ってい しばらくご無沙汰のあなただったのですね 」と皮肉を言う。まさ 丁々発止の遣り取りだが、この即答が 問答」の妙なのであろう。ここに人麻呂歌集二四〇八の歌を再載したのは、 「答え」 歌 対比 たいがため、と左注は記す。しかしこれ 宴席での掛け合い れば、一方が女の態で答えて戯れたものであってもよい。また 男同士でも「やあ、久しぶり。私が来るのが前兆でわかりましたか。 」 「おや、今日は誰に会う前兆かと思っていたら、 な だったのですね。ずいぶんお久しぶりなことで」 。以下の「問答 も、みな、答えの歌の妙
（痛烈な皮肉）こそが見せ所の歌なのであろう。
その中で、女─男 　の構図の歌を見る。











































りくどい言い方はしないと思われる。歌垣で有名な土地の娘なら、すぐになび てくれるはず、という男の魂胆なのであろう。期待通り、娘は男の求婚を撥ね付ける歌を詠む。一見、 　男─女 　掛け合
いのようだが、やはり、宴での男同士の問答ではないだろうか。あたかも古風な「歌垣」での男女の問答であるかのように設定するべく、冒頭に置かれたものであったろう。
続いては、女─男 　の歌。


















「息」 「息づきし」 「妹」と、詠われる効果を示して、ｉ音を重ねながら「なんとあなたは人妻だと言うではないか、それを聞いた私のショックは…」 男が女を揶揄する。すると女は、 「あーら、今はそうでも、終に 、あなたと結ばれても良い、とまで思っていますに。だからまだまだ希望は捨てないでよ。 」と、答えている。実際に
「人妻」の歌だったと見ると、男を手玉に取り、気を持たせるこの女は、相当したた な女というこ に るが、やはりここは 宴席での歌、男同士のやり取りだったのではないで ない ろうか。
やがて「雨」がテーマとなって掛け合いが続く（三一二一と三一
二二、三一二三と三一二四、三一二五と三一二六） 。最後の歌 、
























｢ せんなれ（長崎） ・ 「なるかならぬか（山形） ・なら
なきど（和歌山） 」などの呼称で、全国的 行われたこの民俗は、よく知られている。基本的に、鉈を持った者と粥を持った二人が木のそばで問答をする。 「成るか成らぬか成らねば切るぞ」 「成ります成ります小金の実をつけます。 」と答え、粥を木に塗りつける（ 『年中行事図譜』岩崎美術社 　一九七五） 万葉集に「橘の下に我を立て 　下枝取り 　成らむや君と 　問ひし子 はも」 （⑪寄物陳思二四八九）の歌もあるが、あるいは こも、 「 （実が）成らむや君」と問い、 「成ります」と答えて共寝をしたかつての民俗の反映だったかもしれない。
　　　橘姓を賜った折の御製・応詔歌にも「橘を賀く」姿勢が見られる
（⑥雑歌一〇〇九・一〇一〇） 。
注６ 　伊藤博『万葉集譯注』集英社 　一九九七注７ 　倉林正次『饗宴の研究・文学篇』桜楓社 　一九六九 　など。注８ 　瀬古確『万葉集に於ける表現の研究 風間書房 　一九六五 　な
ど。
